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薬用植物ミシマサイコの大量
新技術・情報名

増殖技術
分類 ③

１．成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

ミシマサイコはセリ科の薬用植物であり、根を解熱、鎮痛に利用する。

本種は他殖性のため、優良系統の維持が難しく、また、生育及び薬効成

分が不均一になるなどの問題がある。そこで、優良系統の葉柄を培養し

て体細胞歴を形成させ、大量の均質な植物を再生させる方法を砿立した。

（１）ミシマサイコの体細胞歴を形成させるための培養部位としては、葉柄

が最適である。

（２）体細胞歴を形成させるための培地は、植物成長調節物質２，４‐Ｄを１．０～

２．０mgノ９添加したＭＳ培地がよい。

（３）１mgの葉柄を培養すると、４週間後には約２９mg前後の体細胞狂を形成す

る能力のあるカルスが得られる。

（４）培養４週間後のカルスからは、１９当たり約35,000個体の体細胞歴由来の

植物が得られる。

注）体細胞庇＆植物の葉、茎、根など、本来はその組織の形成能力しか持

たない体細胞が、受精後の眠のようなものに変化して、完

全な植物体を再生する能力を持つようになったもの。

２）技術、情報の適用効果

ミシマサイコの葉柄からカルスを経由して、体細胞雁を形成させる条

件が明らかになり、優良系統のクローン苗の大量増殖に利用できる。

３)適用範囲

国、県、民間等の試験研究槻関

４)成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）培養部位として用いる葉柄は、無菌植物の若いものがよい。

（２）培養期間が５週間以上になると、カルスが褐変しやすくなるので、新し

い培地への移植を要する。
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２．具体的データ

表１ミシマサイコの体細胞服の形成（培養６０日後）
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既発表論文・資料名等：平成元年度～３年度生物資源部試験成績概要書

取りまとめ資任著名：中原隆夫
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注）供試外植片数は３２個。（）内は体細胞歴を形成した外植片の割合。
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図１ミシマサイコのカルスの増殖と体細胞歴の形成数（平成３年）

（●）：カルスの重量

（ｏ）：カルスュｇ当たりの体細胞歴の形成数

３．その他特龍事項
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